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通常業務を進めながらのDXの推進、本当にありがとうございます
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● 通常業務を進めながらのDXの推進、本当にありがとうございます

○ 地番図や電子契約導入などのほか、LOGOチャット、デスクネッツ、AI議事録
を活用した業務効率化も素晴らしい取り組みだと感じました（電子申請を活用
した出欠確認、紙→QRコードでの申込みも素晴らしいですね）

● 今日のこの会議が全員リモートからの参加というのも、素晴らしいトライだと感じ
ます

○ やり方を変えることで、やりにくさを感じるところもあるかもしれませんが、
実体験を伴う形でそのような気づきを得ることも重要です

● やりにくければ改善すればよいだけですので、まずは「これまでと違うやり方で
やってみる」というトライを増やしていければと思います

○ 資料2には、そのヒント・ナレッジが詰まっています 「まずはやってみた」
（建設課）



資料2から生成AIで抽出した「DXのヒント・ナレッジ」
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全庁的に使えるものは共有していけるとよ
いと米山も思っています

（上下水道課さんのご指摘）



今日、お伝えしたいこと
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▼どの業務でも持っていただきたい観点（あらためて）

● 1）そもそもこれは、必要ですか？

● 2）必要だとしても、作業は生成AIで代替・効率化できないか？

▼このお話を、今日の会議資料を題材にお話します

● 既存のやり方を踏襲してしまうというのは、どの組織でも（民間でも）あることであ
り、各部署＆各自が意識し続けることが大事

● で、やり方を変えてうまくいったら、そのやり方を組織内で共有して、次も同じやり方
でできるようにしていきましょう！

● 時間的にも精神的にも余裕がなければ良い仕事はできない

○ そのためにも「楽をするやり方」を考えていきましょう



本日の資料が作成された流れ
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①各課への依頼 ②各課による記入 ③取りまとめ

Excelファイルで
依頼 Excelファイルに

記入
メール メール

Excelファイル
を回収

スライド化
（今日の資料2）

手作業で
コピペ



全員で考えていきたい問い
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問1：
● 今日の資料2は、スライド形式（パワポ）である必

要があるでしょうか？
● 内部向けの資料ですが、どこまで綺麗に整えるべ

きでしょうか？
● たとえば、Excelの一覧表では、この場の目的を達

成できないでしょうか？



庁内の会議であれば、表形式でもよいのではないか？
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合言葉
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そもそもこれ、必要ですか？
（を常に自問自答する）



全員で考えていきたい問い
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問2：
● 資料2をスライド形式で作成するとしても、楽にで

きないか？
● →生成AIの活用



全員で考えていきたい問い
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全員で考えていきたい問い
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全員で考えていきたい問い
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問3：
● そもそも、各課に状況を確認するところは、Excelファ

イル＆メールでのやり取りである必要はあるのか？お
互いにもっと負担のないやり方はないだろうか？

● →同じExcelファイルに直接記入してもらえないか？ア
ンケートフォームでは無理か？

● →もしくは、最終系のパワポスタイルで書いてもらっ
たら、Excel→パワポのコピペが不要になるのでは？



全員で考えていきたい問い
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問4：
● 資料2は情報量が多いので、もっとわかりやすく内

容を伝えられないだろうか？
● まずは全体概要を把握してから、各課の詳細を聞

いたほうが、聞き手も理解しやすい
● →量が多い資料の場合には、生成AIで概要を出し

てもらって、それを冒頭に添付する（会議時の共
有も効率的になる）



生成AIによる資料2のまとめ
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量が多い資料には、
冒頭に概要があると読み
手も理解しやすいが、概要
のまとめは生成AIが得意

とするところ

議論すべき論点を出しても
らうことで、共有だけでな
く、より良いDXに向けた議

論を行うことができる



最後に
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● 以上の話は1つの例に過ぎませんが、各課の業務でも、
日々「そもそも○○は必要か？」「生成AIで代替でき
ないか？」を自問自答していただければと思います

● で、よいやり方が見つかったならば、それを組織のや
り方として共有して（例：引継書に記載）、次に同じ
業務を行うときに、楽にできるようにしていきましょ
う！（来年度の担当者に良いパスを！）


